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◆取り組みの成果は◆
小川　地域の皆さんと一緒にパトロールをすることで、顔見知りが増
え、地域のつながりが強くなったように思えます。

◆今後の目標は◆
大島　一人でできる活動ではないので、皆さんに協力してもらい、
地域を守る意識をもって、活動を長く続けたいです。

電話やはがき、封書、電子メールなどで
相手をだまし、高額な振り込みを要求す
る詐欺。「おれおれ詐欺」「架空請求詐欺」
などとも言われています。

厚別区での防犯の取り組み

子どもへの防犯の取り組み

各種相談・問い合わせ先 危険を感じたり、事件・事故などを
目撃した場合は、すぐに110番してください。

厚別北地区防犯パトロール

青色回転灯を装備した車両
を使用している厚別北地区
防犯パトロールについてお
話を伺いました。

◆始まりのきっかけは◆
小川　昨年の5月ころの小学校への
脅迫電話がきっかけで始まりました。

大島　地域の子どもすべてが自分の子どもだと思ってパトロールしています。
◆活動への思いについて◆

活動内容／ 月に3回程度、小・中学校の
下校時間にパトロールを実
施。また、不審者情報があ
れば随時パトロールを実施。

実施団体／森林公園町内会
　　　　　森林公園パークハウス町内会
開始時期／平成18年6月

森林公園町内会
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子ども１１０番の家

スクールガード事業

子どもが身の危険を感じたとき、
一時的に避難できるのが、「子ど
も110番の家」です。家庭の玄関
には、ステッカーや防犯の旗が掲
げられています。

学校周辺や通学路でスクールガー
ドリーダー（警察官ＯＢ）やスクー
ルガード（ボランティア）による防犯
パトロールを行っています。

地域の取り組み

振り込め詐欺

● すぐに家族や警察、消費者センターに
相談する
● 不審な相手には問い合わせをせず、相
手側に電話番号や住所、名前などの個
人情報は教えない

公用車に青色回転灯と防犯ステッカーを装備
し、必要に応じてパトロールを行っています。

※地域住民が中心となって地域のまちづくりについて話し合う場

札幌市消費者センター　 728-2121

緑のベストと青色回転灯

要注意

誰もが安心して暮らせる地域を目指して

区内全地区で行われている「まちづ
くり会議※」では、地区によって防
犯マップの作成や防犯パトロール、
環境美化活
動などさま
ざまな防犯
活動を行っ
ています。

地域の防犯活動に関する相談は

厚別区総務企画課地域安全担当
895-2400（内線220、227）

少年問題に関する相談は

北海道警察本部少年課
0120-677-110

警察への各種相談は

厚別警察署
896-0110

性犯罪（被害）に関する相談は

北海道警察本部捜査第一課
0120-756-310

暴力団などに関する相談は

北海道警察本部捜査第四課
222-0200

札幌市では、昨年4月より各区役所に地域安全担当を設けて、地
域の安全対策に力を入れてい
ます。厚別区役所では、今後
も誰もが安心して暮らせる地
域づくりを目指して、地域と
連携を取りながらさまざまな
防犯活動の支援に取り組んで
いきます。

目印は

区役所
でも

▲防犯ステッカー

一人一人の意識と地域の力が
犯罪を防ぐ近道
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